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　研究領域における目標・取組の実施状況及び新たに生じた課題等

目 標 ・ 取 組 目標・取組の実施状況（成果）及び新たに生じた課題等
（部局での検証とそれに対する取組）

関連する
年度計画の番

号

関連する
年度計画の番

号
　管理運営領域における目標・取組の実施状況及び新たに生じた課題等

１．施設環境整備：
①教育研究スペースの不足、狭隘化に対しての調査と代替スペース確保に向けた対応を
医歯薬学総合研究科とともに行う。
②医療系大学間共用試験の実施に向けた環境整備
２．コンプライアンス研修の徹底：
３．管理運営業務の効率化：
会議の時間の短縮およびメール会議等による簡素化により管理運営業務の効率化に努め
る。

８７②
９０②
９３②

１．施設環境整備：
①基礎医学棟の使用停止に向けて教育研究スペースWGを立ち上げ、スペースの不足、狭隘化に
対しての調査と代替スペース確保の具体策を医歯薬学総合研究科とともに検討した。基礎医学棟
は耐震改修することになったが、将来の教育研究スペースの適正な確保に向けた基礎資料なら
びに方策案をつくることができた。
②医療系大学間共用試験（特に臨床研修後post-CC OSCE）の実施に向けた必要な撮影機材な
どの環境整備を行った。
２．コンプライアンス研修の徹底：
コンプライアンス研修について、事前周知を繰り返し実施した。また、eラーニングのものについて
は、未実施の教職員に個別かつ直属上司に連絡し、実施を促した。情報セキュリティe-Learning
受講率86%、研究倫理教育受講率87.3%、公的研究費等の不正防止に関するコンプライアンス研
修受講率81.4%
３．管理運営業務の効率化：
会議の時間の短縮に努め、医学系医学科会議約1時間40分、その他の会議時間概ね1時間とし
た。出来るだけメール会議・稟議等を行うことで勤務時間の有効活用に努めた。

④管理運営領域

　教育領域における目標・取組の実施状況及び新たに生じた課題等

1．入試の実施状況：
①入試倍率3.0～4.0倍
②多様な入学者選抜の実施と新入学者選抜制度に向けた対応（医学科IR室による入試IR
含む）
２．教育の質保証に関する実施体制：　
　
①新任教員FD、夏のFDを実施する。
②教育企画委員会を開催し、実際の教育現場の課題を検討する。　
　
③教務委員会に加え、教育カリキュラム・プログラムの企画立案組織「カリキュラム委員
会」、外部委員も含めた評価組織「プログラム評価委員会」、IR組織「医学科IR室」による
PDCAサイクルの実質稼働。　
④教育カリキュラムの企画立案「カリキュラム委員会」、評価組織「プログラム評価委員会」
への学生の参画。
３．教育方法・内容：　
　
①海外大学等との学生交流を拡充し、国際化プログラムを推進する。
②アクティブラーニング、英語プログラム、大学院教育接続リサーチマインド醸成プログラ
ム(Pre-ART)の継続
４．教育の成果：　
　
①学生の履修、単位取得状況、厚生補導について、AA制を活用し指導を図る。　
　
②医師国家試験合格率を全国平均以上に維持する。

①教育領域

関連する
年度計画の番

号
　社会貢献(診療を含む)領域における目標・取組の実施状況及び新たに生じた課題等

・地域での健康公開講座などを地域の取り組みに合わせて実施する。
・高大連携事業を積極的に推進する。
・海外大学との協定、国際交流プログラムを引き続き拡充する。

４７②
５０①
５２②

・健康フェスタin Okayama 2019を山陽新聞社とともに5月5,6日開催し、特別シンポジウム、特別講
演と本学の教授陣らによる19の公開講座、健康・医療情報に関する展示・体験ブースが用意さ
れ、受講者数は昨年度を上回る3674名であった。
・高校からの大学訪問の受け入れおよび出前講義を行った。
・国際交流について、中国浙江大学からの訪問団などを積極的に受け入れた（7月22-25日）。東
欧、ミャンマー、台湾等の医学部との交流協定を積極的に推進した。一部の交流協定締結は新型
コロナウイルス感染症拡大のために延期になっている。

③社会貢献(診療を含む)領域

１．入試の実施状況
①入試倍率は、一般入試（前期日程）＝3.8倍（昨年3.4倍）であり、目標を達成している。
②推薦（地域枠）＝8.0倍、国際バカロレア入試＝3.0倍、学士編入学＝8.0倍で、全て3倍を超えて
おり、多様な入学者選抜を実施している。医学科IR室で入試形態・成績と入学後成績との関連に
ついて調査している。
２．教育の質保証に関する実施体制
①医学科新任教員FDは2019年5月28日に実施した。「医学科における医学教育の概要等」
　夏のFDは医学部・歯学部合同FDとして2019年7月5日に実施した。テーマは「講義を面白くしよ
う！」
②基礎・社会医学系教育企画委員会及び臨床系教育企画委員会（教育医長会議）を毎月開催
し、教育現場の課題について討論した。
③教務委員会に加え、教育カリキュラム・プログラムの企画立案を行う「カリキュラム委員会」の組
織改編を行い、外部委員も含めた評価組織「プログラム評価委員会」を組織した。また、昨年度設
置した医学教育企画推進室を「医学科IR室」として教学IR/IEに特化した組織にし、今年度は「学修
アウトカムに影響する因子の調査」を行った。これらにより教育のPDCAサイクルの稼働体制を整
えた。
④「カリキュラム委員会」、「プログラム評価委員会」に学生委員を設け、教育への学生の参画を進
めた。
・日本医学教育評価機構が実施する国際基準による医学教育分野別認証評価について受審後
の改善報告を経て今年度2019年4月から適合認定を受けた。
３．教育方法・内容
①海外大学との学生交流は、派遣35人、受け入れ48人であった。おおむね順調である。
②「医学セミナー・テュートリアル」「基礎病態演習」「医学研究インターンシップ」などアクティブラー
ニング、英語プログラムを継続している。リサーチマインド醸成のための学部大学院接続教育とし
て全国に先駆けて導入したPre-ARTプログラム（学部生が大学院科目等履修生として大学院単位
取得）と卒後ARTプログラム（初期研修と大学院を並行）は堅調に継続できている。
・来年度からの医学科・保健学科合同の多職種連携可能プログラム設定の準備を行った。
４．教育の成果
①学生の履修、単位取得状況、厚生補導について、AA担任制を活用し、個別面談を推進した。学
生生活の諸問題に対応する「厚生補導委員会」を教務委員会から独立して設置し、新たに担任教
員に加え学年主任を設けた。
②第114回医師国家試験合格率は、全体で89.3％（全国平均92.1％）、新卒で93.3％（全国平均
94.9％）で全国平均以下であった。
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組織目標評価報告書（２０１９年度）

部局名： 医学部医学科 部局長名： 淺沼　幹人

医歯薬学総合研究科（医学系）に統合

②研究領域 関連する
年度計画の番

号


